


毎秒約2,113立方メートル

（平成27年12月11日3時10分観測）

（平成27年12月11日1時10分観測）

③－④　ダム水位上昇量

325.37 ｍ

（平成27年12月11日8時00分観測）

ＥＬ． 330.16

平成２７年１２月低気圧性豪雨の早明浦ダムにおける洪水貯留効果

（平成27年12月11日3時10分観測）

① 最大流入量

ＥＬ．

毎秒約59立方メートル 毎秒約2,054立方メートル

③ 洪水後のダム貯水位

② 最大流入時の放流量

ｍ

①－② ダムで貯めた量

④ 洪水前のダム貯水位

4.79 ｍ上昇

洪水時最高水位： EL.343.00m

早
明
浦
ダ
ム

下流に流す水の量を
毎秒2,054立方メートル低減
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洪水後 EL. 330.16m( 8:00時点）

洪水前 EL. 325.37m( 1:10時点）

最大流入量 毎秒約2,113立方メートル

最大流入時放流量
毎秒約59立方メートル

洪水時満水位（EL 343.0ｍ）
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気象概況
～平成２７年１２月１１日 低気圧による大雨における事例～

○低気圧の影響により、12
月10日3時から11日8時まで

の流域平均総雨量は、早明
浦上流域で約222mmを記録
しました。

12月10日3時～12月11日8時の累計雨量分布（国土交通省）
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天気図 (12/11 3:00)



早明浦ダム

本山橋地点

ダムが効果を発揮（早明浦ダム）

池田ダム
三好大橋地点

早明浦ダムで貯留した結果、早明
浦ダム下流本山橋付近の水位を
３．２５ｍ低下させる効果がありま
した。
また、池田ダム下流の三好大橋付

近の水位を０．９９ｍ低下させる効
果があり、仮にダムが整備されてい
なかった場合、三好大橋付近では避
難判断水位を超過していたと推定さ
れます。

はん濫注意水位
6.70m

水防団待機水位
4.10m

はん濫危険水位（有）
9.70m

避難判断水位（無）
7.40m

はん濫危険水位（無）

8.00m

徳島県三好市井川町三好大橋付近

早明浦ダムが整備されていなかった場合の
水位約10.31m

実績水位：7.06m

約3.25ｍの水位低減効果（推定）

高知県本山町本山橋付近

水防団待機水位
8.00m

はん濫注意水位
10.50m

避難判断水位
11.60m

はん濫危険水位
13.10m

実績水位：6.45m

早明浦ダムが整備されていなかった場合の
水位約7.44m

約0.99ｍの水位低減効果（推定）
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富郷ダム

柳瀬ダム
新宮ダム

池田ダム

※（有）：堤防がある区間、（無）：堤防が無い区間

3.25ｍ

0.99ｍ


